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公営企業
4,000 0 0 1,930 0 0 0 0

投資及び出資金 貸付金 繰出金 投資的経費物件費 維持補修 補助費等 積立金
性質別内訳
人件費 扶助費 公債費

受益者負担率 0 0 0 0

6,780 6,700
計
年間経費 5,475 5,930

単価 8,000 8,000 8,000 8,000

0.5 0.5内
訳
人工 0.5 0.5

4,000人件費 4,000 4,000 4,000

2,700一般財源 1,475 1,930 2,780

その他 0 0

受益者負担分(使用料等) 0 0

市債 0 0

県支出金 0 0財
源
内
訳

国庫支出金 0 0

H21年度計画額 H22年度計画額 前期4年間計

事業費（千円） 1,475 1,930 2,780 2,700

H17年度決算 H18年度決算 H19年度最終予算 H20年度当初予算

○ ○

事業運営方法

実施根拠（法令、条例等） 新市建設計画事業 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ提案事業

活動内容

 【もてなしのまち浜松推進事業】 　※もてなしのまち浜松をつくる会に委託
　・市民運動となった経緯
　平成13年開催「東海道400年祭」、平成14年開催のワールドカップサッカー、平成15年開催の国民体育大会、平成16年開催の国際園芸博覧
会と、浜松市において大規模イベントが相次ぎ開催されることとなった。
　市民の間からも浜松が発展するきっかけとして、大規模イベントの成功は大切であり、来訪者への「もてなし」の向上は観光コンベンションの
視点だけでなく、広く市民生活にとっても良いこととの気運の高まりがみられたため、平成12年度から市民一人ひとりの「もてなし」の向上を目的
として、「もてなしのまち浜松をつくる会」を組織し、それまで５つ市民運動に「もてなしのまち・浜松推進運動」を加え、6つ目の市民運動として市
民ぐるみで「もてなしのまち浜松」を推進することとなった。
・推進体制
　「もてなしのまち浜松をつくる会」は自治会連合会、ボランティアガイドの会、市校長会、小さな親切運動浜松支部、JR浜松駅のほか観光関係
団体から構成。
・事業の内容
①市民のもてなしの心の醸成（講演会や小学校総合学習教材の提供、キャラクター＆ロゴ公募等を通じて）
②来訪者への「もてなし」が伝わるインフラ整備（ポスター・ステッカーの配布、歓迎看板設置）
③観光コンベンション従業者のもてなし向上（もてなし養成講座の開催、運動普及のシール配布）

国内外の人・もの・情報が活発に行きかう大交流時代において、浜松市が国際会議観光都市として発展して
いくためには、本市への来訪者が満足して再び訪れたくなるような、市民ぐるみの「もてなし」が大切である。
このため、市民運動として「もてなしのまち・浜松推進運動」を進め、市民一人ひとりのホスピタリティの向上
を図ることを目的とする。
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事業概要

目的 （対象、意図、求められる結果） 開始年度 終了予定年度

事業名 戦略性

もてなし促進事業

観光・コンベンション振興費
（旧科目コード）

事項

目の名称 科目コード 31 31 36 40 00 00

施策・事務事業

観光・コンベンションの振興
計画コード

款 項 目

政策名（上位目的） 分野 部 課

所属名観光コンベンション課作成者 金子達也

事業番号４６
【平成19年度】

課コード 001705 作成日 平成20年4月30日



A 高い

B

C

D 低い

A 高い

B

C

D 低い

A 非常に有効

B やや有効

C あまり有効でない

D 有効でない

A 単位当たり経費が前年比マイナス

B 単位当たり経費が前年とほぼ同じ

C 単位当たり経費が前年比プラス

D 評価できない

□拡大・充実

□現状のまま継続

□縮小

□廃止

　平成12年度の市民運動としての開始当時は、大規模イベントが目白押しだったこともあり、市民運動としてホスピタリティの充実は不可欠であ
るという盛り上がりがあったが、残念ながら現在は開始当事の盛り上がりはみられない。
　広く市民運動として「もてなし」の醸成という観点から捉えれば、観光のみならず、福祉、生涯学習、というような、より広いテーマで草の根的な
運動展開が求められる。これらに対応すべく、小学5年生へのもてなし副読本作成配布や人形劇まつりへの中学生ボランティアなど、多少は対
応しているものの、市民運動としての「もてなし」は裾野が広く、十分な運動展開とはいえない状態である。今後は「市民運動」という捉えではな
く、商工会議所やｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰをはじめ、旅行業、宿泊業、運輸業等の観光関係者を中心とした事業とするべきであると考える。
《問題意識》
　「定住人口」の増加が望めない人口減少時代において、活力に満ちた地域社会を実現していくためには、観光による「交流人口」の拡大は極
めて重要なことである。また、「地域外への流出」があり得ず、「地域の総合力」が求められる観光事業に市が一定の範囲で関与することは、雇
用の確保、税収の維持のために今後も必要と考えている。本市を訪れた観光客が「浜松に来てよかった。また来たい！」と再び訪れていただく
ためには、「もてなし＝ホスピタリティ」の充実は欠かせない。しかし、充実のための手法について、市民全般を対象にするのではなく、ターゲット
を絞り込んだ事業展開のほうが投資効果が高いと考える。
《想定結果》⑤市の実施が適当だが改善を要するもの

〔備考〕事業に対する市民・市民活動団体・事業者・議会からの指摘

現状
本市への観光交流客数を増加させるには、来訪者に本市を好きになって再訪
していただくことが大切であり、このためには市民ぐるみのもてなしの促進を
図っていくことは大切である。

　　具体的な改善内容・事業の方向性等

定量化は困難。

今後の事業展開

規模 （分析・理由）

Ｄ
旅行者等に直接的、間接的に関わりを持つ観光関係者はもとより、市民一
人ひとりが「おもてなし」の意識を高めていくことは重要なことである。

事
後
評
価

有効性 （分析・理由）

Ｂ
イベントでの地元観光関係団体のもてなしや市内各地域での観光ボラン
ティア活動など年々活発化している。

効率性 （分析・理由）

Ｄ

　　過年度の実施内容

・今までの主な活動内容
　①「キャラクター・ロゴマーク」を作成し「ポスター・ステッカー」として小学生・ボランティア・市内公民館等に配布
　②市役所内をはじめ市内６箇所に「もてなし看板」の設置
　③市民対象に作家、ホテルマン、ピアニスト、大学教授等による「もてなし講演会」の開催
　④タクシー乗務員のための観光案内養成等の「もてなし講座」の開催
　⑤観光情報をまとめた「おもてなし虎の巻本」を作成しホテル・タクシー関係者に配布
　⑥小学生の総合学習に使用する「もてなし副読本」を作成
　⑦「いなさ人形劇まつり」における中学生ボランティア「もてなし隊」の結成
　⑧市内３地区による地区内のもてなしを検討する「もてなし円卓会議」の開催
　⑨浜松まつりや自転車イベント（ぐるっと浜名湖ツーリズム）等の大規模イベントにおけるもてなしの実践

事
前
評
価

必要性 （分析・理由）

Ａ 訪れた人に好感がもたれるもてなしのまちづくりは必要

行政関与の妥当性 （分析・理由）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

定性評価

単位当たり経費変動率 ％ #DIV/0!

6,700

単位当たり経費 千円/単位 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 5,930 6,780

目標 万人

実績 万人

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標２ 単位 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

単位当たり経費変動率 ％ 87.6%

6,700

単位当たり経費 千円/単位 0 0 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 5,930 6,780

160,000

実績 人 118,053 154,138

H20年度 H21年度 H22年度

観光インフォメーションセンター来場者数
目標 人 120,000 130,000 140,000 150,000

指標１ 単位 H18年度 H19年度

定量評価


